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氏　　名	 Achim Bruch
期　　間	 2010年2月15日～2010年8月13日
受入研究室	 反応有機化学研究室（山口茂弘教授）

氏　　名	 Sylvia Kirchberg
期　　間	 2010年4月12日～2010年10月28日
受入研究室	 有機化学研究室（伊丹健一郎教授）

氏　　名	 Melanie Rauschenberg
期　　間	 2010年4月12日～2010年9月30日
受入研究室	 分析化学研究室（田中健太郎教授）

氏　　名	 Marcel Harhausen
期　　間	 2010年10月1日～2011年4月15日
受入研究室	 反応有機化学研究室（山口茂弘教授）

氏　　名	 Sina Schwendenmann
期　　間	 2010年10月1日～2011年4月15日
受入研究室	 特別研究室（斎藤進准教授）

氏　　名	 Benedikt Neue
期　　間	 2010年11月1日～2010年12月31日
受入研究室	 反応有機化学研究室（山口茂弘教授）

氏　　名	 Christina Meyer
期　　間	 2010年11月1日～2010年12月31日
受入研究室	 有機化学研究室（伊丹健一郎教授）

氏　　名	 Adrian Schulte
期　　間	 2011年1月4日～2011年7月27日
受入研究室	 特別研究室（斎藤進准教授）

氏　　名	 Anna Junker
期　　間	 2011年1月4日～2011年7月27日
受入研究室	 有機化学研究室（伊丹健一郎教授）

氏　　名	 Hendrik Wagner
期　　間	 2011年1月6日～2011年7月18日
受入研究室	 生物無機化学研究室（渡辺芳人教授）

氏　　名	 Jan Mehlich
期　　間	 2011年2月1日～2011年2月28日
受入研究室	 物理化学研究室（篠原久典教授）

氏　　名	 Christoph Glotzbach
期　　間	 2011年2月3日～2011年8月19日
受入研究室	 反応有機化学研究室（山口茂弘教授）
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　今年度も多くの学生がミュンスターを訪れ、また
たくさんのドイツ人学生が名古屋大学で研究滞在を
行いました。博士課程1年生の時に「ミュンスターへ
行きたいです！」と言っていた学生が、研究の都合
等でなかなか訪問の機会を得ず、3年生の最後になり
やっとその希望が叶った事は、事務として大変感慨
深いものがありました。卒業し、研究者生活をドイツ
でスタートする事になったその学生には、これから
も頑張っていって欲しいと思います。
　冬のミュンスターで行われた第10回共同セミナー
を寒波が襲いながらも無事に全日程を行い全員帰国したことを振り返った際、前回（第7回）の
ドイツでの共同セミナー開催で訪独している間に、新型インフルエンザが世界的大流行し、帰国
した教員や学生達が出勤、出校できなかった（感染拡大のおそれがあった国へ出張したため）こ
と等を思い出しました。第10回をむかえるまでにも様々なことがありましたが、この意義ある共
同大学院プログラムがこれからも続き、さらに発展していくことに、我々事務も尽力していきた
いと考えています。
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